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1

1｜前回協議会議事の振り返り

 以下のエリアにおいて新たな交通サービスの実証実験を計画することについて承認された。

▼実証実験エリア(拡大図）▼実証実験エリア位置図

畑が多いエリア



２｜実証実験の目的（振り返り）

2

公共交通の利用が
不便な地域の解消

目 的 １目 的 １

市民の皆さまの
公共交通への

ニーズを把握する

目 的 2目 的 2

高齢者等の外出促進

目 的 3目 的 3

バス停のない地域にお住まいの方
やバス停から距離のある地域に住
んでいる方などの移動手段を確保
する。

本市の目標とする歩いて暮らせる
まちの実現に向けた公共交通の
ネットワークを構築する。

これまで実施してきたアンケート
等では把握しきれなかった移動
ニーズを明らかにし、将来的なコ
ミュニティバスの効率的な運行計
画立案に向けたデータを収集する。

将来、本市内でデマンド型交通等
の新たな交通サービスの導入を検
討する場合に備えてデータを収集
する。

社会実験によって、これまで移動
手段がないため外出機会が減少し
ていた高齢者などの外出促進・健
康増進をめざす。



3

３｜実証実験の概要

さのタクサービス名

令和７年２月１日～令和７年３月３１日 （日・祝のぞく）実施期間

区間運行
（時刻表はなく、乗りたいときにWebまたは電話で予約し、指定された停留所で乗降する）

運行形態

９：００～17:00 （13:00～14:00は運休）運行時間帯

社会実験時は無料運 賃

大阪第一交通株式会社運行事業者

Webまたは電話（コールセンターを設置予定）
・Web対応時間帯（00:00～２３：５９）※メンテナンス時間帯を除く
・電話予約対応時間帯（9:00～17:00）

予約方法

車両イメージ ※タクシー車両（ジャパンタクシー）を利用



4

４｜停留所について

 主要な停留所には図のようなポスタータイプの掲示物を掲示する。

 その他の停留所はアプリや地図上で確認し、予約に基づき乗降する。

※デザインはイメージなので、変更の可能性があります



5

５｜乗降ポイント



6

５｜乗降ポイント



7

５｜乗降ポイント



8

６｜予約方法

■スマートフォンからの予約の始め方（予約方法説明資料から抜粋）



６｜予約方法

■スマートフォンからの予約の手順（予約方法説明資料から抜粋）



10

7｜評価指標の設定

調査方法目標値評価項目検証項目指標

事後アンケート
平均値

50％以上

以下のような設問に対する回答の割合
・デマンド型交通サービスを利用して満足したか？
・デマンド型交通サービスがあると外出しやすくなるか？
・今後もこのエリアにデマンド型交通が必要と感じるか？

ニーズ及び満足度

公共交通としての継続性①

事後アンケート60％以上
以下のような設問に対する回答の割合
・今後、デマンド型交通を利用したいと思うか？

今後の利用意向

利用実績データ10％以上利用者のうち高齢者（65歳以上）の割合高齢者の利用状況

高齢者等の外出機会創出②
事後アンケート６０％以上

以下のような設問に対する回答の割合
・デマンド型交通を利用する以前に比べて外出頻度は増加
したか？

高齢者の外出頻度の変化

事後アンケート
従前より
向上

以下のような設問に対する回答の割合
・デマンド型交通を利用する以前に比べて日常の満足度が
向上したか？

デマンド型交通利用者の
日常の満足度

地域住民のQOL向上③

事後アンケート５０％以上
以下のような設問に対する回答の割合
・今後、デマンド型交通が定着した場合、地域住民の生活
の質は向上すると感じられたか？

デマンド型交通の期待値

調査方法評価指標以外にモニタリングする項目

利用実績データデマンド型交通の利用登録数

利用実績データデマンド型交通の利用者数

利用実績データ乗合率

事後アンケート有償で運行する場合、妥当と感じる価格

事業者ヒアリング等他の公共交通への影響調査

※１ 利用状況などを随時確認するための項目（目標値は設定しない）

※２

※２ 実証実験は無償で実施するため、収支率は算出できない。事後アンケートによる市民の価格感を調査予定

※１


